































































































































































































































































































































































































































１　薪炭いずれも「平成22年特用林産基礎資料」（特用林産物需給動態調査  > 確報  > 平成22年特用林産基礎
資料  > 年次  > 2010年）、2011年12月28日公表、e-stat（政府統計の総合窓口）、http://www.e-stat.go.jp、
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120 谷口　忠義・中村　一幸
新潟青陵大学短期大学部研究報告　第42号（2012）
2012/02/23アクセス。
２　「長期経済統計」の推計では3,080,000トン、梅村又次 ほか『農林業（長期経済統計　第９巻）』東洋経済新
報社、1966、248―249ページ、第48表「木炭、薪および林野副産物の生産量」。
３　生産量の数値は「長期経済統計」第9巻。換算率については、「丸太ヲ組合セテ棚積ヲ為ス時ハ、大体ノ平
均上一棚ニ對スル實積歩合ハ、大約七割ト看做シテ可ナルカ如シ」（小出房吉・佐藤義夫「其二．薪炭材ノ
層積ト實積トノ關係ニ就キテ」『東北帝國大學農科大學 演習林研究報告』第２、1915年11月、41―42ペー
ジ、http://hdl.handle.net/2115/20588、2012/02/23アクセス）を利用した。
４　2011（平成23）年より平成22年度に同時開催された「海・川の“聞き書き甲子園”」と統合され、「聞き書
き甲子園」となっている。
５　2012年３月18日付書簡により修正。
６　中村一幸、『奥三河、南信州に生きた越前炭焼とその息子』、信毎書籍センター、1986、565ページ。
